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や
困
難
に
直
面
し
て
い
る
中
、
人
々
の
心
を

豊
か
に
し
、
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
文
化
の
役

割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
当
協
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
県
民
総
合
文
化
祭
の
開
催
に
加
え
、「
地

域
こ
ど
も
文
化
体
験
教
室
事
業
」や「
伝
統

文
化
未
来
づ
く
り
事
業
」な
ど
を
通
し
て
、

文
化
の
活
性
化
や
次
世
代
の
担
い
手
育
成
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
協
会
の
充
実
・
発
展
を
図
っ

て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
県
文
化
の
さ
ら

な
る
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
定
期
総
会
は
、
会
員
団
体
代
表

者
な
ど
約
80
名
が
出
席
し
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

会
長
挨
拶
に
続
い
て
、
愛
媛
県
観
光
ス

ポ
ー
ツ
文
化
部
文
化
局
長
の
森
居
基
修
様
か

ら
、
中
村
時
広
愛
媛
県
知
事
の
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
今
年
度
の
地
域
文
化
功
労
賞
並
び

に
奨
励
賞
の
表
彰
式
を
執
り
行
っ
た
後
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

①
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び

　
収
支
決
算（
案
）

　

令
和
５
年
度
の
事
業
実
績
と
し
て
、
機
関

紙
の
発
行
、
県
民
総
合
文
化
祭
開
催
、
地
域

こ
ど
も
文
化
体
験
教
室
事
業
や
伝
統
文
化
未

来
づ
く
り
事
業
の
実
施
、
地
域
文
化
功
労
賞

な
ど
の
顕
彰
事
業
、
国
民
文
化
祭
出
演
団
体

募
集
に
係
る
周
知
や
創
立
30
周
年
記
念
事
業

な
ど
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
収
支
決
算
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
及
び
収
支
予
算（
案
）

　

今
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
機
関
紙
の

　

愛
媛
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

当
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
会
員
団
体
の
育
成
や
活
動
に
格
別
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
席
を
お

借
り
し
て
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
１
月
の
能

登
半
島
地
震
や
４

月
に
本
県
で
震

度
６
弱
を
記
録

し
た
地
震
、
さ

ら
に
は
緊
迫
化

す
る
世
界
情
勢

な
ど
、
様
々
な
不
安

総会の様子

定期総会
令和６年５月９日（木）10:30 ～
愛媛県県民文化会館 真珠の間

   

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　    

愛
媛
県
文
化
協
会
会
長
　
市
村 

公
子

総
会
の
概
要
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定
期
総
会
に
引
き
続
き
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
た
め
、
５
年
ぶ
り
に
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
交
流
会
で

は
、
会
員
皆
様
の
話
も
弾
み
、
昼
食
を
取
り

な
が
ら
、親
睦
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
協
会
の
補
助
を
受

け
、「
地
域
こ
ど
も
文
化
体

験
教
室
事
業
」を
実
施
し

た
今
治
市
・
宇
和
島
市
・

西
条
市
・
内
子
町
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
様
子
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

発
行
、
県
民
総
合
文
化
祭
の
開
催
、
地
域
こ

ど
も
文
化
体
験
教
室
事
業
の
開
催
、
伝
統
文

化
未
来
づ
く
り
事
業
、
顕
彰
事
業
の
実
施
、

国
民
文
化
祭
出
演
団
体
募
集
に
係
る
周
知
の

実
施
な
ど
が
、
収
支
予
算
案
と
と
も
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 決 算 額

前 年 度 繰 越 金 1,637,447
会 費 1,990,000
賛 助 会 費 360,000
県民総合文化祭委託料 28,004,997
30 周 年 記 念 事 業 収 入 591,800
雑 収 入 49

計 32,584,293

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 決 算 額

一 般 管 理 費 219,756
会 議 費 317,798
交 流 事 業 費 0
広 報 事 業 費 795,039
顕 彰 事 業 費 261,393
県民総合文化祭事業費 28,004,997
地域こども文化体験教室事業費 367,460
伝統文化未来づくり事業費 230,900
30 周 年 記 念 事 業 費 329,561
予 備 費 0

計 30,526,904

◆令和５年度収支決算◆令和６年度収支予算
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予 算 額

前 年 度 繰 越 金 2,057,389

会 費 1,990,000

賛 助 会 費 360,000

県民総合文化祭委託料 28,957,000

雑 収 入 56

計 33,364,445

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予 算 額

一 般 管 理 費 350,000

会 議 費 580,000

交 流 事 業 費 100,000

広 報 事 業 費 740,000

顕 彰 事 業 費 200,000

県民総合文化祭事業費 28,957,000

地域こども文化体験教室事業費 310,000

伝統文化未来づくり事業費 395,000

予 備 費 1,732,445

計 33,364,445

交流会
令和６年５月９日（木）

11:45 ～ 13:15
愛媛県県民文化会館

真珠の間

交流会の様子

交流会の様子
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こ
の
度
は
栄
え
あ
る
表
彰
を
賜
り
身
に
余
る
光

栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
地
域
に
根
差
し
た
華
道
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
頂
き
精

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
の
気
持
で

一
杯
で
す
。
こ
の
栄
誉
を
胸
に
体
力
の
続
く
限
り
後

進
の
指
導
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

受賞コメント

　

こ
の
度
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
と
て
も
光
栄
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
恩
師
、
家
族
、

友
人
の
皆
さ
ま
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
、
志
を
高
く
日
々
精
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

受賞コメント

　

小
松
山
草
会
設
立
45
周
年
。
併
せ
て「
山
草
展
示
会
」

も
記
念
す
べ
き
40
回
を
迎
え
た
節
目
の
年
に
、
貴
会
よ

り
名
誉
あ
る「
地
域
文
化
功
労
賞
」
を
頂
き
、
会
員
一

同
無
上
の
喜
び
で
す
。
各
々
の
努
力
が
実
を
結
び
、
ま

た
、
地
域
の
方
々
と
共
に
育
ん
で
き
た
山
野
草
へ
の
愛

情
あ
っ
て
こ
そ
の
日
々
を
大
切
に
思
い
、
感
謝
し
つ

つ
、
今
後
も
楽
し
く
頑
張
り
ま
す
。

受賞コメント
　

西
条
市
内
公
民
館
で
の「
山
草
苔
玉
作
り
」指
導
お
よ
び

講
習
会
や
山
野
草
の
写
真
展
示
を
主
な
活
動
と
し
て
行
な

い
、
全
国
規
模
の
月
刊
誌
に
て
過
去
３
回
の
入
選
実
績
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
小
学
校
児
童
に
七
草
が
ゆ
の
由

来
・
七
草
の
説
明
、
七
草
が
ゆ
作
り
の
指
導
な
ど
多
世
代

間
交
流
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

役
職
／（
元
）池
坊
今
治
支
部
長

　
　
　（
元
）今
治
文
化
協
会
　
常
任
理
事

　

昭
和
35
年
に
華
道
家
元
池
坊
入
門
後
、
長
年
に
渡
り
、
県

内
外
の
花
展
出
瓶
の
ほ
か
、
今
治
地
域
で
の
行
事
に
合
わ

せ
た
花
展
を
開
催
す
る
な
ど
華
道
の
普
及
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
各
施
設
や
、
文
化
庁
委
託
事
業

「
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
」の
実
施
等
、
後
進
の
育
成
に
も

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
歳
よ
り
美
佳
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
に
入
所
し
、
国
内
・
国

外
の
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
を
目
指
す
若
手
ダ
ン
サ
ー
の
た
め
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
男
性
の
両
部

門
で
第
１
位
を
獲
得
し
、
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル

の
年
間
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
取
得
し
、
現
在
、
英
国
ロ
イ
ヤ
ル

バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
に
留
学
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域文化功労賞

奨励賞

地域文化功労賞

今治市文化協会

青
あお

井
い

 ミヨ子
こ

さん
［雅号／春

しゅん

宵
しょう

］

愛媛ジュニアバレエ連盟

渡
わたなべ

辺　平
たいら

さん

西条市文化協会

小
こ

松
まつ

山
さん

草
そう

会
かい

第
27
回 

地
域
文
化
功
労
賞
・
奨
励
賞

受
賞
者
の
横
顔

　
愛
媛
県
文
化
協
会
の
今
年
度
の
地
域
文
化
功
労
賞
及
び
奨
励
賞
受
賞
者
を
決
定
し
、

定
期
総
会
に
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
文
化
功
労
賞
は
、
地
域
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
に
、
ま

た
奨
励
賞
は
、
若
手
の
文
化
活
動
実
践
者
と
し
て
、
将
来
、
よ
り
一
層
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
個
人
又
は
団
体
に
贈
る
も
の
で
す
。

　
こ
こ
に
受
賞
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※
役
職
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
。
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令和６年度令和６年度

地地域域ここどどもも文文化化体体験験教教室室

…………………教室の内容（予定）…………………
　令和７年度においても、文化協
会において愛媛の文化芸術発展の
ために多大な功績のあった個人又
は団体、また、今後の愛媛文化の
担い手として期待されている個人
又は団体を顕彰することとしてお
ります。
　別途、文化協会各会員団体の事
務局に、候補者の推薦を依頼させ
ていただきますので、各賞の受賞
にふさわしい候補者及び団体を、
積極的に推薦いただきますようお
願いいたします。

〈地域文化功労賞〉
●対象／
① 団体活動部門（個人）
　 多年にわたり文化団体活動に尽

力し、地域文化の振興に顕著な
功績のあった個人

② 分野活動部門（個人）
　 永年にわたり地域の文化活動に

尽力し、地域文化の振興に顕著
な功績のあった個人

③ 功労団体部門（団体）
　 永年にわたり文化団体として積

極的に活動し、地域文化の振興
に顕著な功績のあった団体

●推薦者／会員団体
●  推薦数／上限なし

〈奨励賞〉
● 対象／優れた芸術作品の創作、

又は芸術性の高い技能の発揮、
若しくはその指導により将来を
期待できる個人又は団体

●推薦者／役員及び会員団体
●推薦数／個人1名、団体1団体

●提出物／ 推薦調書
　　　　　（書式は事務局まで）
●提出先／県文化協会事務局
●提出期限／ 令 和 ６ 年 11 月 29

日（金）
●問合せ先／本紙裏面を参照

令和７年度
地域文化功労賞
及び奨励賞の

受賞候補者及び団体
推薦のお願い

　平成25年度より実施している「地域こども文化体験教室」を
今年度も実施します。今年度は、西条市文化協会・内子町文化
協会・今治市文化協会・宇和島市文化協会において実施予定で
すので、ぜひご参加ください。

日　時：令和６年11月９日（土）
場　所：西条市小松公民館
内　容：苔玉作り（山草）、フラワーアレンジメント、
　　　　絵画、詩吟

日　時：令和６年10月５日（土）
場　所：内子町共生館
内　容：�剣詩舞、日本舞踊、押し花、手芸、版画、茶道、生け花、

クラフトバンド、将棋、絵画、よさこい鳴子と玉すだれ

日　時：令和６年８月25日（日）
場　所：今治めぐみ幼稚園、今治市河野美術館
内　容：親子煎茶教室、チャリティー茶会
参加費：練習参加料１回250円、茶券１枚700円

日　時：令和６年５月、11月
場　所：きさいや広場市民ギャラリー
内　容：箏・十七弦

日　時：令和６年４月～令和７年３月（月に１、２回）
場　所：もみの木
内　容：箏
参加費：箏爪代（初回のみ）

西条市文化協会

内子町文化協会

今治市文化協会

宇和島市文化協会①

宇和島市文化協会②
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活動紹介
　

愛
媛
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
連
盟
は
平
成
26
年
５

月
に
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
県
内
の
バ
レ

エ
ス
ク
ー
ル
事
業
者
、バ
レ
エ
教
師
、ダ
ン
サ
ー

達
が
集
い
バ
レ
エ
教
育
向
上
の
た
め
の
情
報
・

意
見
交
換
、
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
現
役

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
の
講
習
会
を
重
ね
、

現
在
15
団
体
20
名
の
会
員
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
こ
の
数
年
は
連

盟
と
し
て
の
活
動
の
機
会
を
失
わ
れ
て
し
ま
い
、

今
年
よ
り
新
た
に
活
動
を
再
開
出
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
連
盟
で
は
個
人
の
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
単
位

で
は
実
現
の
難
し
い
、
地
域
参
加
共
同
型
の
活

動
を
目
指
し
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
魅
力
を
身

近
に
感
じ
、ご

自
身
で
踊
っ

た
り
、
舞
台

鑑
賞
を
し
た

り
と
一
人
で

も
多
く
の
方

に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

バ
レ
エ
公
演
に
つ
き
ま
し
て
は
２
０
１
８
年

に
愛
媛
県
県
民
総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
第

２
回
愛
媛
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
連
盟
バ
レ
エ
公
演

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
の
影
響
に

よ
り
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
レ
ッ
ス
ン
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、移
動
制
限
な
ど
バ
レ
エ

公
演
を
開
催
す
る
上
で
と
て
も
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
上
、感
染

予
防
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で

私
た
ち
は
こ
ん
な
団
体
で
す

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
は
日
本
で
も
１
０
０
年

以
上
の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

技
術
面
、
芸
術
面
の
両
方
に
お
い
て
海
外
と
比

べ
る
と
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
当
連
盟
で

は
、
勉
強
の
場
を
設
け
技
術
面
だ
け
で
は
な
く

内
側
か
ら
の
向
上
も
大
き
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
現
役
ダ
ン

サ
ー
（
第
１
回
：
小
林
十
市
、
第
２
回
：
小
野

絢
子
、第
３
回
：
倉
永
美
沙
、第
４
回
：
ヴ
ィ
ス

ラ
フ
・
デ
ュ
デ
ッ
ク
）を
お
招
き
し
、山
本
康
介

会
長
自
ら
も
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
習
会
を
通
じ
て
受
講
生
た
ち
は
親
交
を
深
め
、

若
い
ダ
ン
サ
ー
た
ち
や
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
事
業

者
・
バ
レ
エ
教
師
の
皆
さ
ま
の
交
流
の
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

10
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

愛
媛
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
連
盟
設
立
当
初
か
ら

開
催
し
て
お
り
ま
す
講
習
会
の
成
果
に
よ
り
、

各
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
で
の
レ
ッ
ス
ン
内
容
の
充

実
向
上
が
見
ら
れ
、
愛
媛
県
だ
け
で
は
な
く
山

口
県
や
高
知
県
他
、
中
四
国
地
区
の
バ
レ
エ
ス

ク
ー
ル
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
加
い

あ
っ
た
た
め
、出
演
者
及
び
ご
来
場
者
の
皆
様
の

安
全
を
最
優
先
に
考
え
そ
の
後
の
バ
レ
エ
公
演

の
開
催
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
間
の
厳
し
い
状
況
下
で
も
バ
レ
エ

芸
術
の
灯
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
繋
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
舞
台
を
通
じ
て
愛
媛
県
内
の

芸
術
文
化
団
体
と
良
い
関
係
を
築
き
、
愛
媛
県

の
芸
術
文
化
振
興
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

舞
台
を
通
じ
て
愛
媛
県
の
芸
術
文
化
の
普
及
振
興
に
努
め
る

愛
媛
ジュニ
ア
バ
レ
エ
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

愛
媛
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
連
盟
　
山
本 

康
介

平成30年度県民総合文化祭バレエ公演
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活動紹介

■
浪
曲
と
虎
造
節

　

浪
曲
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
お
よ
そ

百
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
人
気
の
あ
っ
た
芸
能

で
、節ふ

し

の
つ
い
た
語
り
物
で
あ
る
。三
味
線
の
演

奏
と
と
も
に
複
数
の
登
場
人
物
を
語
り
分
け
る

独
り
芝
居
で
、語
り
手
を
浪
曲
師
と
呼
び
、三
味

線
弾
き
を
曲

き
ょ
く

師し

と
呼
ぶ
。
昭
和
三
十
年
代
に
テ

レ
ビ
の
登
場
な
ど
も
あ
り
、
浪
曲
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
り
、
今
や
浪
曲
師
も
曲
師
も
激
減
し

て
い
る
。

　

そ
の
浪
曲
史
の
中
で
頂
点
に
輝
く
の
が
二
代

目
廣
澤
虎
造
で
あ
る
。
虎
造
は
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し
、

「
虎
造
節
」
と
呼
ば
れ

る
そ
の
独
特
の
節
回

し
は
、
多
く
の
聴
衆

を
魅
了
し
た
。
昭
和

二
十
七
年
に
は
、
芸
能

人
の
人
気
投
票
で
、
あ

の
美
空
ひ
ば
り
を
抑

え
て
一
位
に
な
っ
て

い
る
。「
馬
鹿
は
死
な

な
き
ゃ
な
お
ら
な
い
」

や「
寿
司
食
い
ね
え
」

の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ

は
、
虎
造
が
最
も
得
意

と
し
た
演
目
の
中
に

出
て
く
る
台
詞
で
あ

る
。
昭
和
三
十
九
年
に

六
十
五
歳
で
病
没
し
、

没
後
六
十
年
が
経
っ
た
が
、
浪
曲
を
愛
好
し
虎

造
節
を
懐
か
し
む
人
は
今
な
お
多
い
。

■
虎
造
節
保
存
会
創
立
十
五
年

　

浪
曲
史
に
は
数
千
人
の
浪
曲
師
の
名
が
残
っ

て
い
る
が
、
浪
曲
師
個
人
の
保
存
会
が
あ
る
の

は
二
代
目
廣
澤
虎
造
の
み
で
あ
る
。

　

虎
造
の
浪
曲
は「
話
芸
の
至
宝
」と
評
さ
れ
て

い
る
が
、そ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。話
芸
に
大
事

な
要
素
と
し
て
、
発
声
の
仕
方
、
抑
揚
、
間
の
取

り
方
、登
場
人
物
の
演
じ
分
け
が
あ
る
。分
析
す

れ
ば
せ
い
ぜ
い
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
虎
造
独
自
の
秘
密
が
あ
る
。

　

保
存
会
で
は
、聴
い
て
楽
し

む
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
話
芸

を
実
際
に
語
り
唸
っ
て
勘
所

を
掴
も
う
と
し
て
い
る
。
名

人
芸
に
や
す
や
す
と
は
近
づ

け
な
い
が
、
会
員
相
互
の
研

鑽
の
中
で
、
虎
造
節
の
一
端

を
覗
き
掴
み
つ
つ
あ
る
。

　

浪
曲
に
は
、
朗
読
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
歌
、
落
語
、
講
談
な

ど
、
声
を
使
う
文
芸
、
芸
能
の

要
素
が
全
て
入
っ
て
い
る
。

浪
曲
、
虎
造
節
を
学
ぶ
こ
と

は
、
そ
れ
ら
の
力
量
を
伸
ば

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
実

感
す
る
。

■
虎
造
節
全
国
大
会

　

虎
造
節
を
継
承
で
き
る
人

材
を
全
国
か
ら
発
掘

す
る
た
め
に
、
保
存

会
設
立
当
初
よ
り
全

国
大
会
を
開
催
し
て

い
る
。
第
一
回
か
ら

第
十
回
ま
で
は
、
日

本
で
唯
一
の
浪
曲
の

小
屋
で
あ
る
東
京
・

浅
草
の
木
馬
亭
で
開

催
し
た
。

　

今
年
、
第
十
一
回
の
大
会
は
初
め
て
愛
媛
で

開
催
し
、
松
山
市
在
住
の
吉
川
正
紀
子
さ
ん

八
十
八
歳
が
優
勝
し
た
。
吉
川
さ
ん
は
浪
曲
歴

わ
ず
か
三
年
余
り
だ
が
、
長
年
カ
ラ
オ
ケ
で
鍛

え
た
喉
で
全
国
大
会
に
挑
戦
し
、
二
度
目
の
出

場
で
栄
冠
を
得
た
。大
会
史
上
、初
の
女
性
の
優

勝
、最
高
齢
で
の
優
勝
と
な
っ
た
。

■
虎
造
節
名
演
会

　

全
国
大
会
優
勝
者
ら
が
出
演
す
る
名
演
会
も
、

今
年
で
第
八
回
と
な
る
。今
年
は
、東
京
・
浅
草

の
木
馬
亭
で
十
一
月
九
日
に
開
催
す
る
。

■
愛
媛
公
演

　

虎
造
節
保
存
会
の
会
員
全
員
に
よ
る
公
演
会

で
あ
る
。今
年
で
第
十
一
回
と
な
り
、松
山
市
民

会
館
で
開
催
し
て
い
る
。

■
曲
師
の
養
成

　

一
般
社
団
法
人
日
本
浪
曲
協
会
の
伊
丹
明
先

生
の
御
指
導
の
も
と
、
曲
師
の
養
成
を
し
て
お

り
、現
在
四
名
の
会
員
が
修
練
中
で
あ
る
。

■
虎
造
節
練
習
会
と
指
導

　

毎
月
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
練
習

会
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
定
例
会
に
参
加
で

き
な
い
県
内
外
の
会
員
に
は
、
電
話
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
指
導
を
し
て
い
る
。
わ
ず
か
数
か
月
で

人
前
で
唸
れ
る
ほ
ど
の
実
力
を
つ
け
る
会
員
も

い
て
、今
後
の
虎
造
節
普
及

の
一
つ
の
有
効
な
方
法
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

■�

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
音
源
の

聞
き
起
こ
し

　

虎
造
の
音
源
の
聞
き
起

こ
し
を
進
め
て
お
り
、こ
れ

ま
で
に
九
十
演
目
を
文
字

に
書
き
起
こ
し
て
資
料
と

し
て
整
備
し
て
い
る
。

■
虎
造
節
で
地
域
貢
献

　

虎
造
節
保
存
会
の
活
動
は
日
本
で
唯
一
で
あ

る
。
今
後
ま
す
ま
す
精
進
を
し
て
虎
造
節
を
極

め
、「
虎
造
節
を
聴
く
な
ら
愛
媛
よ
」と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
会
を
目
指
し
て
い
る
。
虎
造
節
と

観
光
が
つ
な
が
っ
て
、
地
域
の
振
興
に
役
立
つ

よ
う
な
会
に
な
れ
る
よ
う
日
々
奮
闘
中
で
あ
る
。

■
会
員
募
集

　

九
十
歳
代
で
入
会
し
、
虎
造
節
を
始
め
た
方

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
虎
造
節
を
始
め
る
の
に

年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。浪
曲
が
好
き
、虎
造

節
を
唸
っ
て
み
た
い
方
は
、
是
非
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
虎
造
節
保
存
会
事
務
局
】

　
　
電
話
０
９
０
｜
８
２
８
７
｜
１
３
９
０

全国大会　記念写真

第11回虎造節全国大会優勝
吉川正紀子さん（88歳）

虎
造
節
保
存
会
　
虎
造
節
保
存
会
事
務
局

曲師指導（伊丹明先生と八木健）



令和６年度 県民総合文化祭

〜継承と創造  文化がつなぐ時〜

★開催日程（予定）★

令和６年度 県民総合文化祭
文芸作品募集のお知らせ

No.72　文化協会えひめ  ８

お知らせ

　今回で37回目を迎える秋恒例の県民総合文化祭は、芸術文化から
産業分野まで幅広い分野のアマチュア文化の祭典として、10月から
12月の間、県内各地で開催いたします。
　今年度のテーマ『継承と創造　文化がつなぐ時』には、「文化は、
様々な困難な時代にあっても、歴史や伝統を継承しながら新たな創
造を行うための礎として、また、人生を豊かにするための存在とし
ての役割を担ってきました。AIの進化など社会は急速な変化を続
け、少子高齢化や物価高騰、不安定な国際情勢など、先行きの見えな
い不安が渦巻く今こそ、“人間らしさ” の象徴である文化が過去と未
来をつなぐ架け橋になり、県民の心の支えになるような存在になっ
てほしい」という希望が込められています。
　県民総合文化祭を通じて、多くの皆様に文化の素晴らしさを体感
いただける企画を実施してまいりますので、是非御期待ください。
　なお、各事業の詳しい開催日程や内容などは、９月に発行予定の
県民総合文化祭「総合プログラム」又は愛媛県文化振興課のホーム
ページ等で御確認ください。

【俳句大会】令和 6 年 11 月４日（月・振休）
○応募数：一人２句以内（当季雑詠、未発表の作品に限る）
○応募方法：�規定のはがき（はがき請求は下記へ。コピー可）又は官製

ハガキに、作品２句・住所・氏名・電話番号・所属結社
を明記。(高校生は学校名と学年を明記のこと）

○募集締切：令和6年9月10日（火）〔必着〕
○応募料：無料
○応募先：〒791-1106　松山市今在家1-6-32　松本勇二�方
　　　　　愛媛県俳句協会事務局あて（TEL�089-958-6417）

【川柳大会】令和 6 年 10 月 27 日（日）
○応募数：各題２句（未発表の作品に限る）
　　　　　題：「ハラスメント」「点」（共選）
○応募方法：所定の用紙（コピー可）を使用
○募集締切：令和6年10月7日（月）〔当日消印有効〕
○応募料：1,000円（発表誌贈呈）�郵便小為替同封
○応募先：〒791-3133　伊予郡松前町昌農内324-4　岡山フジヱ�方
　　　　　令和6年度県民総合文化祭川柳大会係あて

［ジュニアの部（小・中学生）］
○応募数：各題２句（未発表の作品に限る）�
　　　　　題：「さらさら」「目」「とぶ」
○応募方法：所定の用紙（コピー可）を使用
○募集締切：令和6年９月24日（火）〔当日消印有効〕
○応募料：無料
○応募先：〒799-2415　松山市猿川甲1017　池谷三和子�方
　　　　　県民総合文化祭川柳大会�ジュニア係あて（TEL�089-996-0331）
○問合先：〒791-8055��松山清住２丁目1162-22��大前尚道方（TEL�089-952-6774）

【短歌大会】令和 6 年 11 月 10 日（日）
○応募数：二首一組、自作未発表のものに限る
○応募方法：�参加申込書（コピー可）または官製はがきに、作品・郵便番号・

住所・氏名（ふりがな）・電話番号・大会当日の出欠・所属結社等
がある場合はその名称・学生・生徒の場合は学校名・学年を明記

○募集締切：令和6年8月20日（木）〔当日消印有効〕
　　　　　※高校生以下は9月10日（火）〔必着〕
○出詠料：�二首一組3,000円（ただし学生・生徒は無料)郵便小為替同封
○応募先：〒799-2115　今治市中堀1-5-15　檜垣由美子�方
　　　　　愛媛歌人クラブ事務局あて（TEL�090-8972-5792）

【連句大会】令和 6 年 11 月 23 日（土・祝）
○応募方法：�形式は半歌仙。（初めて応募される方は御相談に乗ります。）

指定用紙に限る。（用紙請求は下記へ。コピー可）脇起し、独
吟は不可。令和5年9月1日以降、満尾の未発表作品に限る。

○募集期間：令和6年8月31日（土）
○応募料：�選考資料作成費として１巻につき500円。（郵便小為替同封。

当日持参も可。ただし学生・初めて応募される方は無料）
○応募先：�〒791-0243　松山市平井町甲�2169-43　二神重則�宛
　　　　　e-mail：westengehen@tempo.ocn.ne.jp

（ワード（word）での用紙請求はこちらへ）
○問合先：〒791-0113　松山市白水台2丁目7-13
　　　　　TEL・FAX�089-923-9663　岡田�方（用紙請求可）

【現代詩大会】令和 6 年 11 月 23 日（土・祝）
○テーマ：自由作品（※テーマは設定していません。）
○応募数：一人１篇（未発表の作品に限る。）
○応募作品：�20文字×40行以内（400字詰め原稿用紙２枚、ワープロ原稿可）
○応募方法：�住所（郵便番号を含む）、氏名、電話番号を明記
○募集締切�：令和6年９月30日（月）〔当日消印有効〕
○応募負担金：�5,000円（作品集作成費。ただし中学・高校生は無料）�銀

行振込または現金書留
○作品集：�応募作品は「2024愛媛詩集」として作品集を作成し、大会で配布。
　　　　　（※中学・高校生の作品については、編集委員の選考により無料掲載）
○応募先：〒790-0855　松山市持田町1-2-31　森原直子�方
　　　　　愛媛詩話会事務局あて（TEL�089-931-1931）

【漢詩大会】令和 6 年 11 月 23 日（土・祝）
○投稿詩：七言絶句に限る
　　　　　�（課題）�①豫州の名勝又は先哲篇、②大会所感、③小原

六六庵先生を讃う、④自由題
○投稿締切�：令和6年8月30日（金）厳守
○投稿料：１首につき1,000円
○投稿・問合先：〒791-8004　松山市鴨川二丁目16-22　　　
　　　　　愛媛漢詩連盟事務局長　片岡竹杖�宛（TEL�089-979-1224）

開催日 イ ベ ン ト 名 場 　 所

10/5㈯ オープニングイベント えひめこどもの城（多目的ホール）

10/10
㈭

障がい者芸術文化祭
“愛顔ひろがる  えひめの障がい者
アート展”〈10 ㈭〜 20 ㈰〉

愛媛県美術館

10/26
㈯

総合フェスティバル 県民文化会館（メインホール）
いけばな展〈26 ㈯、27 ㈰〉 県民文化会館（県民プラザ）

10/27
㈰

合唱公演 県民文化会館（サブホール）
川柳大会 県民文化会館（真珠の間）

11/3
（日・祝）

将棋大会 県民文化会館（別館）
囲碁大会 県民文化会館（真珠の間）

11/4
（月・振休）

バレエ公演 県民文化会館（サブホール）
俳句大会 県民文化会館（真珠の間）

11/9 ㈯ 茶会〈9 ㈯、10 ㈰、16 ㈯、17 ㈰〉 県生活文化センター

11/10
㈰

演劇公演 内子町共生館（共生館ホール）
吹奏楽公演 県民文化会館（メインホール）
邦楽・邦舞公演 県民文化会館（サブホール）
短歌大会 県民文化会館（真珠の間）

11/14㈭ 高等学校総合文化祭
〈14 ㈭  〜 17 ㈰〉 県民文化会館　ほか

11/16㈯ 障がい者芸術文化祭
“愛顔ひろがる えひめのアート広場” 大街道商店街

11/17㈰ ジャズ公演 久万高原町産業文化会館

11/23
（土・祝）

連句大会 県民文化会館（本館5、7会議室）
現代詩大会 県民文化会館（別館11会議室）
漢詩大会 タオル美術館（ミニシアター）
えひめ・まつやま産業まつり

〈23（土・祝）、24 ㈰〉 松山市城山公園

11/24㈰ モダンダンス公演 松前総合文化センター（広域学習ホール）
11/30

㈯
えひめ生涯学習 “夢” まつり

〈11/30 ㈯、12/1 ㈰〉 県民文化会館（県民プラザほか）

12/1
㈰

子ども伝統文化フェスタ 県民文化会館（サブホールほか）

秋季県展
○前期〈12/1 ㈰〜12/8 ㈰〉
　洋画・版画・写真・デザイン
○後期〈12/15 ㈰〜12/22 ㈰〉
　日本画・彫刻・工芸・書道

愛媛県美術館

県HP Instagram
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お知らせ

　県民総合文化祭のオープニングを飾るイベントです。今年は会場を県民文化会館からえひめこどもの城に移し、総合
プログラム表紙原画デザイン表彰式のほか、文化協会会員団体による展示・体験ブースや舞台発表、高校生によるマー
チングバンド演奏など、来園者も楽しめるような体験型のプログラムでお送りします。
　また、県文祭応援サポーターとして、瀬戸内を拠点とするアイドルグループ「STU48」のメンバーが今年も出演し、
県民総合文化祭の開幕宣言や子ども向けワークショップなどを行います。

　子どもたちが、様々な伝統文化・芸能に触れ、そのすばらしさや楽しさを実感することができるイ
ベントです。愛媛の伝統文化・芸能を受け継ぐ子どもたちの舞台発表や展示・実演のほか、県内のプ
ロ奏者による津軽三味線のスペシャルステージも行われます。
　また、今年度は「えひめ生涯学習“夢”まつり」との共同開催が予定されているほか、着付け教室や
水引ミニリース作り体験ワークショップ、お楽しみ抽選会、アンケートプレゼントなど楽しい催しを
たくさん企画しております。

　第一線で活躍するアーティストが一堂に会し、音楽・舞台芸術を堪能できる、県民総合文化祭のメインイベントです。
　今年度の県民総合文化祭のテーマ「継承と創造　文化がつなぐ時」のもと、様々な世代の人たちが多彩な文化を披露
します。本県ゆかりの著名アーティストたちによる津軽三味線・チェロ・クラシックバレエのジョイントパフォーマ
ンスや、文化協会会員団体（愛媛県合唱連盟加盟団体、えひめジャズネットワーク）と高校生との共演など、プロとア
マチュア、大人と高校生のコラボレーションにより創造の芸術を実現するほか、東京藝術大学出身のパーカッション
デュオ「カメハ」による演奏や、プロの太鼓奏者やバイオリン奏者による高校生への指導により、次代を担う文化の継

承を図ります。また、高校生による八幡浜市の祭り「てやてや」の披露や、映像作品の上映も行います。
　さらに、代表曲「千の風になって」でおなじみの、西条市出身のテノール歌手「秋川雅史」によるスペ
シャルライブのほか、全体合唱によりフィナーレを飾ります。
　皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

 ＝９月 18 日（水）から入場券の受付を開始します。（抽選）＝

オープニングイベント 　● 10 月 5 日（土）14:00 〜 16:00
　●えひめこどもの城 多目的ホール

総合フェスティバル 　● 10 月 26 日（土）14:00 〜 16:30（開場 13:15）
　●県民文化会館 メインホール

 子ども伝統文化フェスタ 　● 12 月 1 日（日）10:00 〜 16:00
　●県民文化会館 サブホール ほか

企画公募事業 　今年度は、次の３事業が採択されました。
�　※内容については変更になる場合がございます。問い合わせ先にご確認のうえ、ご参加ください。

愛媛トランペット・カーニバル
　県内のトランペッターが一堂に会する愛媛初の演奏会です。今回のために編曲された新アレンジも聴きどころの一
つです。映画音楽やクラシックなど、お気軽にお楽しみください。
●実施主体：愛媛トランペット・カーニバル実行委員会　　●日時：11 月 30 日（土）開演 14:00　終演 15:30
●場所：愛媛県生涯学習センター県民小劇場　　●入場料：中高生以下無料、一般 500 円
●問い合わせ先：愛媛トランペット・カーニバル実行委員会（担当：杉村）
　　　　　　　　Email：ehime.trumpet.carnival@gmail.com

まさき作兵衛フェスティバル 2024
　命を懸けて「種麦」を守り、村を救った愛媛県松前町の偉人、義農作兵衛さんの功績を顕彰するイベントです。合唱
や舞踊、楽器演奏、そして朗読ミュージカルなど内容盛りだくさん。入場無料。皆さんお気軽にお越しください。
●実施主体：義農作兵衛物語実行委員会　　●日時：12 月１日（日）13:30 〜 16:30
●場所：松前町北公民館　　●入場料：無料
●問い合わせ先：義農作兵衛物語実行委員会（担当：近藤） 　TEL：080-1996-6634

うわじま芸術文化の祭典！牛鬼大作戦 !!
　多分野の様々な芸術文化を楽しめるイベント!アートストリート、ライブペイント、音楽ライブ、アーティストによ
るお茶席、アート体験ワークショップなどを実施!自分たちの作った衣装でオリジナル牛鬼ダンスを一緒に踊ろう!!
●実施主体：みんなだーいすき＆宇和島盛り上げ隊　　●日時：10 月 20 日（日）10:00 〜 17:00
●場所：宇和島きさいやロード商店街 ほか　　●入場料：無料
●問い合わせ先：みんなだーいすき（担当：新名）　TEL：080-5665-6197

み年 この ろ今 ど



　

伊
予
市
文
化
協
会
は
、
地
域
の
文
化
・
芸
術

の
振
興
を
目
指
し
、
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
58
年
に
設
立
さ

れ
41
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
17
年
伊
予
市
・

中
山
町
・
双
海
町
の
合
併
に
よ
る
伊
予
市
の
も

と
で
、
新
し
い
伊
予
市
文
化
協
会
は
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
に
よ
り
会
員
数
は
減
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、現
在
、82
団
体
９
７
９
名
で
文
化
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

年
ま
で
の
記
録
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
豊

川
氏
の
足
跡
を
辿
り
な

が
ら
、伊
予
市
の
歴
史
を

振
り
か
え
る
こ
と
で
、歴

史
文
化
の
振
興
と
保
存
、

未
来
へ
の
継
承
に
繋
げ

て
い
く
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
…
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
い
よ
し
総
合
文
化
祭

＆
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
】

　

昨
年
11
月
、伊
予
市
文

化
協
会
の
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
、「
い
よ
し
市
民
総
合
文
化
祭
＆
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
伊
予
市
と
共
催
の

も
と
、
ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
と
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い

館
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
２
会
場
で
の

開
催
は
、５
年
ぶ
り
で
す
。令
和
２
、３
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

規
模
を
縮
小
し
、分
散
開
催
で
実
施
。令
和
４
年

度
は
通
常
規
模
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
Ｉ

Ｙ
Ｏ
み
ら
い
館
で
の
発
表
の
み
で
し
た
。
昨
年

度
は
大
変
な
時
期
を
乗
り
越
え
て
の
、
念
願
の

２
会
場
で
の
実
施
と
な
り
、
延
べ
１
万
人
を
超

え
る
市
民
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
齢
関
係
な
く
各
部
門
の
会
員
が
互
い
に
手
を

取
り
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
終
え
ら
れ
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
11
月
に
文
化
祭
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
開
催
に
向
け
、
問
題
点
や
課
題
も
た

　

そ
れ
で
は
、
当
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　

伊
予
市
文
化
協
会
20
周
年
の
節
目
に
、
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
伊

予
市
を
文
化
の
ま
ち
に
」。
芸
能
部
門
・
生
活
部

門
・
歴
史
文
化
部
門
な
ど
各
部
門
の
役
員
に
、

20
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
出
や
今
抱

え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。新
し
い
世
代
へ
の
継
承
や
創
造
活
動
、新
た

な
サ
ー
ク
ル
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
会

員
が
抱
え
て
い
る「
思
い
」を
語
り
合
え
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

【
豊
川
渉「
思
出
之
記
」Ⅱ
発
刊
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
】

　

令
和
６
年
６
月
１
日
、
伊
藤
博
文
を
歓
待
し

た「
彩
浜
館
」で
、
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
に

よ
る
発
刊
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。幕
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、伊
予
市
郡

中
地
区
の
発
展
に
尽
力
し
た
郡
中
町
５
代
目
町

長
の
豊
川
渉
。「
思
出
之
記
」Ⅱ
は
、豊
川
渉
晩
年

約
20
年
間
の
手
記
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
幕
末

か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
郡
中
町
の
近
代
化
の
歩

み
を
記
し
た『
豊
川
渉
の
思
出
之
記
』（
創
風
社
）

に
続
く
明
治
40
年
代
か
ら
大
正
時
代
・
昭
和
３

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
ど
も
美
術
展
・
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
芸
能
大
会
・
文
芸
大
会
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
音
楽
部
門
の
発
表
、
こ
ど
も
お

茶
席
な
ど
、
文
化
芸
能
や
文
化
活
動
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
終
わ
り
に
】

　

こ
こ
数
年
で
高
齢
化
等
に
よ
り
解
散
や
退
会
・

休
止
に
至
っ
た
団
体
も
多
く
あ
り
、
会
員
数
も

減
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た

文
化
の
灯
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
個
性
豊
か
な
文
化
の
振

興
」を
目
指
し
、今
後
も
伊
予
市
の
魅
力
を
発
信

で
き
る
よ
う
、活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

文化祭発表の様子

アートフェスティバル&子ども美術展
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活動紹介

伊
予
市
文
化
協
会

合
併
20
周
年
を
迎
え
て

伊
予
市
文
化
協
会

会
長　

松
岡 

司
志



　
愛
媛
県
で
は
、
民
間
財
団
等
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
助
成
事
業
を
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
向
け
の
助
成
金
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
継
承
や
後
継
者
育

成
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援
す
る
公
益
財
団
法
人
明

治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
か
ら
、

八
幡
浜
市
の
赤
網
代
牛
鬼
保
存
会
に
助
成
金
の
交
付

が
決
定
し
、
５
月
10
日
に
明
治
安
田
生
命
松
山
支
社

で
目
録
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
保
存
会
は
、
南
予
地
方
独
特
の
郷
土
芸
能
で
あ
る「
牛

鬼
」の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
、
保
内
町

宮
内
の
三
島
神
社
の
秋
祭
り
で
奉
納
後
、町
内
約
９
km
も
の

距
離
を
人
力
で
担
い
で
巡
行
し
て
い
ま
す
。今
回
の
助
成
金

は
、昨
年
の
巡
行
時
に
破
損
し
た
牛
鬼
の
補
修
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

助
成
事
業
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
は

県
文
化
振
興
課

（
０
８
９
¦
９
４
７
¦
５
４
８
０
）ま
で
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ご紹介

　

第
19
代
允い

ん

恭ぎ
ょ
う

天
皇
の
皇
太
子
、
木き

梨な
し

軽か
る
の

皇み

子こ

と
、
衣そ

と
お
り通

姫ひ
め

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
美
し
い
妹
、
軽か

る
の
お
お
い
ら
つ
め

大
郎
皇
女
の
悲
恋
が

「
古
事
記
」に
載
る
。

　

弟
、穴あ

な

穂ほ
の

皇み

子こ

と
の
政
争
に
敗
れ
た
皇
子
は
伊
予
に
流
さ

れ
、
皇
女
も
後
を
追
う
が
、
相
ま
み
え
る
こ
と
な
く
没
し
、

姫
原
の
軽
之
神
社
に
祀
ら
れ
る
。

　

一
方
、
皇
女
を
想
い
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
皇
子
は
、
四
国

中
央
市
の
東
宮
山
古
墳（
妻め

ん

鳥ど
り

陵
墓
参
考
地
）に
埋
葬
さ
れ

て
い
る
。

（
四
国
中
央
市
文
化
協
会
副
会
長
　
森
川 

啓
子
） 松山市姫原　比翼塚の歌碑

天
飛
ぶ 

鳥
も
使
ひ
そ 

鶴
が
音
の

　
聞
え
む
時
は 

我
が
名
問
は
さ
ね

木
梨
軽
皇
子

君
が
往
き 

日
長
く
な
り
ぬ 

山
た
づ
の

　
迎
へ
を 

行
か
む 

待
つ
に
は
待
た
じ

軽
大
郎
皇
女

助
成
事
業

助
成
事
業
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

を
活
用
し
ま
せ
ん
か
??

赤網代牛鬼保存会代表の兵頭さん
「修繕費の工面に困っていたところで今
回の助成はありがたい。牛鬼を修繕し、昔
と同じように勢いのある元気な牛鬼で祭
りを盛り上げ、地域も盛り上げたい。」

【
主
な
助
成
事
業
】

○（
公
財
）明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団

　
　
地
域
の
伝
統
文
化
維
持
費
用
助
成

○（
公
財
）三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団

　
　
団
体
活
動
助
成（
音
楽・美
術・演
劇・伝
統
芸
能
部
門
）

○（
一
財
）冲
永
文
化
振
興
財
団

　
　
地
域
文
化
活
動
助
成

○
伊
予
銀
行

　
　
地
域
文
化
活
動
助
成
制
度

○（
公
財
）愛
媛
銀
行
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

　
　
ふ
る
さ
と
振
興
助
成
制
度
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【
は
じ
め
に
】

　

四
国
鉄
道
文
化
館
は
、
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
・
伊
予

西
条
駅
に
隣
接
す
る『
鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｊ
Ｏ
』の
施
設
と
し
て
、２
０
０
７
年
11
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新
幹
線
の
父
を
顕
彰
す

る『
十
河
信
二
記
念
館
』や
実
物
車
両
を
展
示
す

る『
北
館
』・『
南
館
』、観
光
案
内
所
を
兼
ね
る『
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
』の
４
館
か
ら
な
り
、四
国
唯

一
の
本
格
的
な
鉄
道
博
物
館
と
し
て
、
全
国
や

海
外
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
子

供
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。

【
十
河
信
二
記
念
館
】

　

愛
媛
県
・
新
居
浜
市
に
生
ま
れ
、

旧
制
西
条
中
学
を
卒
業
、
後
に
西

条
市
長
も
務
め
た
、
第
４
代
国
鉄

総
裁
・
十
河
信
二
を
顕
彰
す
る
施

設
で
す
。遺
品
の
展
示
を
は
じ
め
、

人
と
な
り
を
、
様
々
な
写
真
や
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
将
来

の
鉄
道
の
在
り
方
を
見
つ
め
、「
将

来
の
日
本
に
は
、
絶
対
高
速
鉄
道
が
必
要
だ
！
」

と
、世
界
で
初
め
て
の
高
速
鉄
道（
東
海
道
新
幹

線
）建
設
を
推
し
進
め
た
十
河
信
二
の
偉
業
に
、

触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
四
国
鉄
道
文
化
館
・
北
館
】

　

十
河
信
二
に
最
も
関
係
の
深
い
、初
代『
０
系

新
幹
線
』の
車
両
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、客
室
や

運
転
席
に
座
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
、十
河

信
二
が
推
し
進
め
た
、
国
鉄
の
動
力
近
代
化
を

担
っ
た『
Ｄ
Ｆ
50
形
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
』の
１

号
機
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、四
国

の
鉄
道
で
使
用
さ
れ
て
い
た
、
列
車
運
行
を
行

う
た
め
の
保
安
装
置
や
鉄
道
用
品
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
四
国
鉄
道
文
化
館
・
南
館
】

　

南
館
に
展
示
し
て
い
る
蒸
気
機
関
車
は
、

１
９
７
５
年
、
北
海
道
で
最
後
ま
で
運
転
さ
れ

て
い
た
Ｃ
57
形
Ｓ
Ｌ
５
両
の
内
の
１
両
で
、
十

河
信
二
の
雅
号
に
ち
な

み
、『
春
雷
号
』と
し
て
、

西
条
市
民
に
親
し
ま
れ

て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
小

型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

車『
Ｄ
Ｅ
10
』１
号
機
や
、

現
存
す
る
唯
一
の『
キ
ハ

65
形
気
動
車
』も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
屋
外
に

は
、『
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
』の
第
２
次
試
験

車
両
も
展
示
さ
れ
、
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

館
内
に
は
、
四
国
の
名
所

や
四
季
を
表
わ
し
た
、
大

き
な『
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
』

が
あ
り
、
四
国
を
走
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
特
急
や

普
通
電
車
、ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
な
ど
が
、時
間
を

決
め
て
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。
芝
生
広
場
や
駐

車
場
の
周
り
に
は
、
全
長
２
３
５
ｍ
の
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
軌
道
が
敷
設
さ
れ
、
乗
車
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
は
、た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。

【
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
】

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
西
条
市
の
観
光
案

内
所
も
兼
ね
て
、鉄
道
グ
ッ
ズ
や
、地
元
特
産
の

土
産
物
売
り
場
が
あ
り
ま
す
。
館
内
の
一
角
に

は
、
西
条
市
特
有
の『
う
ち
ぬ
き
』（
自
噴
水
）が

あ
り
、こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
湧
き
出
て
お
り
、美

味
し
い
水
の
試
飲
も
出
来
ま
す
。

【
朝
ド
ラ
誘
致
に
向
け
て
】

　

現
在
、
愛
媛
県
・
西
条
市
・
新
居
浜
市
が
中

心
に
な
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
激
動
の
時

代
を
生
き
抜
い
た「
十
河
信
二
と
妻
キ
ク
」の
愛

情
物
語
を
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
に
し
よ
う
と
、署

名
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
西
条
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
署
名
も
出
来
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

十河信二記念館

北館の０系新幹線とDF50

南館のSLと急行形気動車

南館とフリーゲージトレイン

四国鉄道文化館
西条市大町798-1　TEL 0897-47-3855
営業時間／ 9:00 ～ 17:00（最終入館16:30）
休館日／ 水曜日（交流センターは無休）

鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
ＪO

四
国
鉄
道
文
化
館
か
ら
の
発
信

十
河
信
二
記
念
館�

四
国
鉄
道
文
化
館�

館
長　
加
藤�

圭
哉
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１ 

南
予
に
お
け
る
鹿
踊
り

　

南
予
地
方
に
伝
わ
る
鹿
踊
り
は
、
仙
台
藩
主

伊
達
政
宗
の
長
男
秀
宗
が
宇
和
島
藩
主
と
な
っ

た
折（
１
６
１
５
年
）に
、
一

の
宮
と
定
め
た
宇
和
津
彦
神

社
祭
礼
の
練
り
物
と
し
て
、

仙
台
か
ら
伝
え
、
宇
和
島
城

下
裡
町
に
担
当
さ
せ
た
も
の

が
南
予
一
円
に
伝
播
し
、
現

在
は
八
ツ
鹿
、
七
ツ
鹿
、
六
ツ

鹿
、
五
ツ
鹿
と
い
う
形
で
伝

承
さ
れ
て
い
る
。

２ 

清
水
の
鹿
踊
り
の
歴
史

　

清
水
の
鹿
踊
り
は
、い
つ
頃

伝
わ
り
、
誰
が
伝
え
た
の
か

と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い

な
い
が
、
清
水
地
区
は
旧
宇

和
島
藩
領
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
西
暦
１
７
０
０
年

頃
ま
で
に
は
伝
わ
っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
古

い
鹿
の
頭
の
台
座
に「
嘉
永
六

丑
八
月
吉
日　

宇
城
裏
町
壱

丁
目　

森
田
屋
磯
右
衛
門
源

吉
昌
」と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
西
暦
１
８
５
３
年
頃
に
は
定
着
し
て

継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
か
ら

１
７
０
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
３
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
仙
台
か
ら
宇
和

島
に
伝
わ
っ
た
鹿
踊
り
は
、
仙

台
藩
の
八
幡
町
の
鹿
踊
り
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
仙
台

に
お
い
て
も
、
南
予
各
地
に
お

い
て
も
形
状
が
変
化
し
た
り
、

「
雌
鹿
か
く
し
の
舞
」の
歌
詞

を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
り
し

て
い
る
も
の
が
多
い
の
に
対

し
、
清
水
の
五
ツ
鹿
は「
お
庭

褒
め
唄
」と
し
て
の
長
唄
や
、

律
音
階
の
調
べ
と
共
に
多
く
の

演
目
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
古

い
形
の
鹿
踊
り
の
面
影
を
残

し
、
現
在
ま
で
素
朴
で
勇
壮
な

古
式
を
伝
え
る
貴
重
な
鹿
踊
り

の
一
つ
で
あ
る
。

３ 

受
け
継
が
れ
て
き
た
活
動

　

清
水
五
ツ
鹿
踊
り
は
、
長
い
間
、
清せ

い

水ず
い

下し
も

組ぐ
み

と
い
う
全
戸
30
戸
く
ら
い（
現
在
は
17
戸
）の
中

で
小
学
生
・
中
学
生
が
踊
り
、
そ
れ
を
組
全
体

が
支
え
る
と
い
う
形
で
継
承
し
て
き
た
。
昭
和

７
年
に
は
東
京
三
越
で
１
週
間
に
わ
た
り
公
演

を
行
っ
た
の
を
始
め
、
西
日
本
民
俗
芸
能
大
会

出
演（
平
成
元
）、
中
四
国
地
区（
ブ
ロ
ッ
ク
）民

俗
芸
能
大
会
に
３
回
出
演（
昭

和
34
、昭
和
53
、平
成
４
）な
ど

の
活
動
を
し
て
き
た
。
昭
和
40

年
３
月
29
日
に
は
、
五
ツ
鹿
の

中
で
は
唯
一
愛
媛
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
宇

和
島
市
周
辺
の
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
多
く
参
加
し
て
き
て
い

る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
40
年

代
後
半
に
は「
踊
り
手
不
足
」

（
当
時
は
男
子
の
み
で
あ
っ
た
）

が
発
生
し
、
活
動
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、

当
時
の
20
代
～
40
代
の
有
志
が

立
ち
上
が
り
鹿
踊
り
の
継
承
を

行
っ
た
。さ
ら
に
、平
成
10
年
に
は
組
内
の
女
子

の
参
加
を
認
め
、
平
成
14
年
に
は
公
民
館
を
通

じ
て
組
以
外
の
児
童
生
徒
に
も
呼
び
掛
け
て
協

力
を
得
る
よ
う
に
し
て
継
承
に
努
力
し
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
29
年「
踊
り
手
不
足
」は
深
刻
さ

を
増
し
、
と
う
と
う
活
動
停
止
を
決
断
す
る
に

至
っ
た
。
活
動
を
停
止
し
た
期
間「
復
活
」
を

望
む
声
は
地
域
の
中
に
あ
っ
た
が
現
実
は
厳
し

か
っ
た
。

４ 

新
た
な「
継
承
」へ
の
取
組

　

令
和
５
年
、
多
く
の
方
々
の
尽
力
に
よ
り
鬼

北
町
の
協
力
を
得
て
、
町
の
職
員
を
中
心
に
五

ツ
鹿
の
踊
り
手
が
で
き
た
。練
習
に
は
、指
導
者

か
ら
の
伝
達
の
み
で
な
く
、
平
成
16
年
に
地
元

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ（
ｕ
︲
ｃ
ａ
ｔ
）の
協
力
で
作
成
し
て

い
た
清
水
五
ツ
鹿
踊
り
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
映
像

を
確
認
し
な
が
ら
、五
ツ

鹿
踊
り
復
活
へ
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。週
２

日
、夜
間
に
２
時
間
の
練

習
を
行
い
、地
元
の
お
祭

り
に
て
五
ツ
鹿
踊
り
が

奉
納
で
き
た
。
地
域
に

と
っ
て
は
久
し
ぶ
り
の

五
ツ
鹿
で
あ
り
反
響
は

大
き
か
っ
た
。

　

現
在
、新
た
な
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
を
目
指
し

て
練
習
を
再
開
し
て
い

る
。こ
の
復
活
が
一
時
的

な
も
の
に
な
ら
な
い
よ

う
、新
た
な
指
導
者
の
育

成
、踊
り
手
の
確
保
、小
学
生
等
へ
の
啓
発
活
動

な
ど
継
承
の
た
め
の
課
題
は
多
い
。
一
方
で
歴

史
や
記
録
の
整
理
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。

　

せ
っ
か
く
伝
統
文
化
を
大
切
に
考
え
継
承
し

て
く
れ
て
い
る
踊
り
手
の
気
持
ち
に
応
え
、
新

た
な
指
導
者
と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
た
め
に
も
、

保
存
会
と
し
て
で
き
る
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
。

古い鹿面の台座（製作者と、修理者の名前がある）

令和５年11月　復活した鹿踊り

「
清
水
五
ツ
鹿
踊
り
」の
復
活
と
継
続

清
水
五
ツ
鹿
踊
り
保
存
会  

会
長　

谷
口 

久
雄
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能　楽
第40回松山市民能

日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月9日（土）
第一部／10:00～ 14:00
第二部／14:30～ 17:00
松山市民会館 小ホール
能楽師・宇髙徳成主
催の能公演。40回記
念として地元松山の
能楽師による「高砂」
でおめでたく始まり
ます。メインとして
伊予の偉人である義
農作兵衛が登場する、
新作能「義農」を演じ
ます。他に松前町史
談会を招いて義農作
兵衛について語ります。
第一部は松山景雲会会員・愛媛大学の学
生・子供教室による、舞囃子・仕舞・連
吟などの発表。
第一部無料、第二部5,000円
宇髙徳成
宇髙徳成　TEL�090-8385-1063
E-mail�udakanorishige@gmail.com

浪　曲
第11回浪曲・虎造節 愛媛公演

日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年9月28日（土）
13:00開演（12:30開場）
松山市民会館 小ホール
浪曲は日本の芸能史の
原点となるもので、明治
から昭和にかけて150
年間、庶民に愛されました。
中でも二代目廣澤虎造は、
完成度の高さから浪曲の代名詞として「虎
造節」と呼ばれ〝話芸の至宝〟と評されて
います。没後60年を経て今なお多くの
ファンを持ち続けています。虎造の話芸
に挑戦し続けている会員達の練習の成果
をお楽しみください！
前売500円、当日1,000円
虎造節保存会
虎造節保存会事務局�TEL�090-8287-1390

三　曲
第147回芙蓉会演奏会

日 時
会 場
内 容

　
入 場 料
主 催

お問合せ

令和6年10月14日（月・祝）13:00開演
松山市民会館 小ホール
芙蓉会会員・
済美高校琴部・
久谷中学校音
楽部。小学生
からシニアに
よる箏・三絃・
尺八の演奏
無料
生田流箏曲
地唄三絃　芙蓉会
芙蓉会会長�今井藤凡��TEL�090-7145-7024

沢井箏曲院創立45周年記念コンサート
［箏の祭典］四国支部公演

日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月10日（日）13:00～
松前町総合文化センター 広域学習ホール
現代邦楽の旗手と評され、国内外で活躍
した箏曲演奏家・作曲家の沢井忠夫が創
立した沢井箏曲院。沢井比河流・沢井麗・
沢井箏曲院四国支部会員・愛媛大学医学
部邦楽部が総力を挙げて古典から現代曲
までを箏・三味線・十七弦・尺八でお届
けします。この機会にぜひ日本音楽をお
楽しみください。
2,500円（学生1,000円）
沢井箏曲院四国支部
沢井箏曲院四国支部事務局
TEL�090-7149-7933

連　句
第22回平和祈願連句大会

日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月20日（日）13:00～16:30
石手寺境内・新館
愛媛平和連句の碑の建立を記念して開催い
たします。連句の「和」の心で会員、参詣の
方、当日参加者の方々と親睦を深めつつ、
平和につながる長句（五・七・五）と短句（七・
七）を交互に付けて連句を巻き上げ、共に
平和を祈願いたします。作品は境内に掲示
します。皆様の参加をお待ちしております。
無料
愛媛県連句連盟
愛媛県連句連盟事務局　岡田伊勢子
TEL�089-923-9663

第74回新居浜市美術展覧会
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月1日（金）〜10日（日）9:30〜17:00
あかがねミュージアム
書道・日本画・洋画・版画・工芸・写真・
デザイン・華道の展示
11月2日（土）
・ロビーコンサート
・ギャラリートーク6部門15分程度
・ナイトミュージアム（17:00 〜 19:30）
無料
新居浜市
新居浜市文化振興課　TEL 0897-65-1554
新居浜文化協会　TEL 0897-36-0874

オ　ペ　ラ
第40回記念四国二期会愛媛支部公演
〜華麗なるオペラガラコンサート〜
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月24日（日）14:00～ 16:00
松山市民会館 中ホール
クラシックの演奏会。様々なオペラの名場
面を演奏。アリアと重唱で、心に響くオペ
ラの数々を、魅力いっぱいお届けします。
一般・学生前売3,500円（当日4,000円）
四国二期会愛媛支部
四国二期会愛媛支部��TEL�070-5681-3834

バ　レ　エ
第54回愛媛バレエ祭

日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和7年3月9日（日）13:30開演
愛媛県民文化会館
愛媛バレエ協会加盟団体12団体によるク
ラシックバレエの共演。3歳から大人まで
出演。各団体から代表によるオープニン
グで幕開け、各団体がそれぞれオリジナ
ルな作品を上演いたします。
無料
愛媛バレエ協会
愛媛バレエ協会　内田久美子
TEL�090-4789-8358

愛媛県三曲協会 第32回三曲公開講座
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和7年2月2日（日）13:00～
松山市民会館 小ホール
愛媛県三曲協会では、行事の大切な位置
付けの一つとして、一般の三曲愛好者に
も研修の場を提供する「三曲公開講座」を
開催しています。今回は当道音楽会 菊重
精峰師他をお迎えしての、箏・三絃・尺
八の講習会です。
会員4,000円、会員外5,000円（予定）
愛媛県三曲協会
愛媛県三曲協会�会長　今井藤凡
TEL�090-7145-7024

美　術
松山市民文化祭 第43回美術展

日 時

会 場

内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年9月27日（金）〜10月1日（火）
9:00〜17:00
※ 初日のみ11:00〜、2日目は「ナイトミュー

ジアム」と称し、20:00まで鑑賞延長。9月
30日は閉館、最終日は16:00まで

松山市総合コミュニティセンター
企画展示ホール
松山市居住または通勤・通学している美術
愛好家の方々から、洋画・日本画・版画・
写真・書・工芸・彫塑・デザインの8部門
に約330点の力作が出品され、市民美術の
発表と鑑賞の場として開催されます。
無料
松山市文化協会
松山市文化協会事務局��TEL 089-909-8008

総　合
第46回保内文化のつどい

日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月5日（土）〜6日（日）
9:00〜16:00
八幡浜市文化会館ゆめみかん
保内地域の文化団体等の活動成果を発表
するとともに、心のふれあいを深め、地域
文化の振興を図る。
無料
八幡浜市文化協会・八幡浜市教育委員会
八幡浜市教育委員会生涯学習課内八幡浜市
文化協会事務局　TEL 0894-36-3040

第47回保内芸能のつどい
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月6日（日）13:00～ 16:00
八幡浜市文化会館ゆめみかん 大ホール
保内地域における芸能団体の発表会を開
催して、文化芸術に親しみ、より一層豊か
な市民文化の創造を促進する。
300円
八幡浜市文化協会・八幡浜市教育委員会
八幡浜市教育委員会生涯学習課内八幡浜
市文化協会事務局　TEL�0894-36-3040

文化イベント情報
C U L T U R A L  E V E N T S  I N F O R M A T I O N
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第69回秋の芸術祭

日 時

会 場
内 容
入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月27日（日）・11月2日（土）・
11月3日（日・祝）13:00～ 16:00
新居浜市市民文化センター�大ホール
芸能発表会
5枚綴り300円、当日券100円
新居浜文化協会
新居浜文化協会　TEL 0897-36-0874

第76回西条地域秋季市民芸術文化祭
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月26日（土）～27日（日）
西条市総合文化会館、五百亀記念館
芸能祭：�26日13:00～・27日10:00～（予定）
美術展：�26日10:00～17:00
　　　　27日10:00～16:00
　　　　（五百亀記念館は9:00～）
お茶席：26日10:00～・27日10:00～（予定）
無料
西条市文化協会西条支部
西条市文化協会西条支部事務局
TEL�0897-52-1628

第57回やわたはま芸能文化祭

日 時
会 場

内 容

入 場 料
主 催

お問合せ

令和6年11月3日（日・祝）12:30～16:30
八幡浜市民文化活動センターコミカン
忠八ホール
地域における芸能グループの発表会を開催
して、会員相互の心の交流を深め、より一層
豊かな市民文化の創造を促進する。
300円
八幡浜市文化協会・八幡浜市・八幡浜市
教育委員会
八幡浜市教育委員会生涯学習課内八幡浜市
文化協会事務局　TEL�0894-36-3040

第45回西条市小松文化祭
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月9日（土）�～10日（日）
西条市小松公民館
作品展示：9日9:00～ 17:00
　　　　　10日9:00～ 16:00
ジュニア部門舞台発表：9日13:15～ 15:00
特別イベント「藤原大征とゆかいな音楽
仲間たち」：10日11:00～12:00
会員舞台発表：10日12:30～15:40（予定）
地域こども文化体験教室：9日15:10～ 16:40
お茶席：9日10:00～ 15:00
即売コーナー：9日10:00～ 15:00
　　　　　　　10日10:00～ 14:00
無料
西条市文化協会小松支部
西条市小松公民館　TEL�0898-72-2631

第6回四国中央市文化協会文化祭
日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

前期：令和6年10月26日（土）～27日（日）
後期：令和6年11月2日（土）～3日（日・祝）
しこちゅ〜ホール（四国中央市市民文化ホール）
市文化協会会員の作品展示や芸能発表。文化
未来づくり事業として、子どもたちに文化に
親しみを持ってもらう体験教室などの実施。
無料
四国中央市文化協会・四国中央市教育委員会
四国中央市文化協会事務局（四国中央市
教育委員会　文化・スポーツ振興課内）
TEL�0896-28-6043

第43回東予地域文化祭
日 時
会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月2日（土）～3日（日・祝）
西条市中央公民館・西条市東予体育館
芸能発表：2日10:00～
お茶席：2日10:00～15:00
バザー：2日10:00～15:00
美術展、生花展、小中学校児童生徒作品展、
「私たちが住みたい街・家」絵画展：
2日10:00～17:00・3日10:00～15:00

無料
西条市文化協会東予支部
西条市文化協会東予支部事務局
TEL�0897-52-1628

松山市民文化祭 第43回芸術祭
「伝統芸能と現代芸能の祭典」

日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月20日（日）・27日（日）
10:00～ 18:00
松山市民会館 大ホール
松山市文化協会会員の自主的な企画運営
のもと、邦舞・洋舞・音楽等の発表を行
います。
無料
松山市文化協会
松山市文化協会事務局
TEL�089-909-8008

秋季生活文化部展示会

日 時

会 場

内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月2日（土）～3日（日・祝）
10:00～ 17:00（予定）
松山市総合コミュニティセンター
コミュニティプラザ
松山市文化協会の生活文化部門の会員に
より、バラ、つばき、山野草、帯結び、拓本
や水石の展示会を行います。
無料
松山市文化協会
松山市文化協会　TEL�089-909-8008

愛南町合併20周年記念
愛南町文化祭

日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年11月9日（土）～10日（日）
開会記念行事10:00～（予定）
御荘文化センター ほか
愛南町文化協会の会員が心を込めて制作し
た書道、生け花、手芸作品等の展示や合唱、
楽器演奏、踊りや民謡等の多彩な舞台発表
を行います。今年は愛南町合併20周年の
記念行事や大抽選会等の催しも行います！
無料
愛南町文化協会
愛南町文化協会事務局
TEL�0895-73-1112

第52回吉田町芸能祭
第51回吉田町文化祭

日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

芸能祭：令和6年10月6日（日）13:00開演
文化祭：令和6年11月3日（日・祝）8:30〜17:00
　　　　　  　　　　　4日（月）8:30〜16:00
吉田公民館
芸能祭： 吹奏楽、声楽、琴演奏、民舞、吟詠・

詩舞、日舞、民謡、和太鼓、ウクレ
レ演奏等

文化祭： 書道展、写真展、 絵画展、 生花展、
陶芸展、俳句・短歌展、寒蘭展、
老人クラブ作品展、婦人会手作り
作品展、 フラワーデザイン展ほか

無料
吉田町文化祭・芸能祭実行委員会
宇和島市教育委員会教育総務課吉田教育係
TEL 0895-49-7098

第19回宇和島市総合文化祭「俳句大会」
日 時
会 場
内 容

参 加 料
主 催
お問合せ

令和6年10月12日（土）13:30～
さきいや広場市民ギャラリー
宇和島市内で活動されている方から投句
を募集し、当日参加者が秀作を選び高得
点句から市長賞等を決定し表彰する。作
品についての講評も行う。
500円
宇和島俳句協会
宇和島俳句協会

第66回宇和島市民文化祭
日 時

会 場

内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月19日（土）～12月1日（日）・
令和7年1月23日（木）
時間は各プログラムによる
宇和島市生涯学習センター（パフィオう
わじま）、宇和島市立コスモスホール三間
ほか市内各会場
宇和島市内の文化団体などが、日頃の活
動の成果を発表します。
無料
宇和島市民文化祭実施委員会
宇和島市民文化祭実施委員会事務局
（宇和島市教育委員会文化・スポーツ課）
TEL�0895-24-1111（内線2731）

令和6年度美沼の里文化まつり
日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

令和6年10月12日（土）～13日（日）
発表部門　12日　13:00～
展示部門　12日　9:00～17:00
　　　　　13日　9:00～15:00
コスモスホール三間
芸能祭部門では、�楽器演奏やコーラス等
に日々取り組んでいる各種芸能団体がそ
の成果を発表する。展示部門では住民・
文化団体・小学校・認定こども園および
地元高校文化祭とも協力し、絵画・俳句�・
華道・書道など様々な作品を展示する。
無料
美沼の里文化まつり実行委員会
宇和島市教育委員会教育総務課三間教育
係　TEL�0895-49-7104

第50回津島町文化祭
日 時

会 場
内 容

入 場 料
主 催
お問合せ

芸能部門（芸能祭）
　令和6年11月10日（日）13:00～17:00
展示・生活文化部門
　令和6年11月22日（金）～24日（日）
　9:00～17:00（最終日は16:30まで）
宇和島市立岩松公民館
津島町内の文化団体ならびに小中学生、一
般市民が日ごろの文化活動の成果を発表
するとともに、市民同士の交流を楽しむ。
無料
津島町文化祭実行委員会
宇和島市教育委員会教育総務課津島教育係
TEL�0895-49-7060
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石
山
竹
揚
氏（
東
温
市
）が
令
和
５

年
度「
愛
媛
県
政
発
足
記
念
日
知

事
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
山
竹
揚
氏
は
、愛
媛
漢
詩
連
盟
六
六
庵

吟
社
の
事
務
局
長
な
ど
を
経
て
、平
成
30
年

よ
り
愛
媛
漢
詩
連
盟
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、

長
年
に
渡
り
、組
織
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、県
民
総
合
文
化
祭
の
漢
詩
大
会

で
は
自
ら
講
師
を
務
め
る
な
ど
、県
内
に
お

け
る
漢
詩
文
化
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
愛
媛
漢
詩
連
盟
は
、
各
漢
詩
吟
社
の
交

流
、
作
品
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、県
民
総
合
文
化
祭
の
漢
詩
大
会
で
は
吟

詠
剣
詩
舞
家
の
協
力
を
得
て
、漢
詩
の
内
容

を
分
か
り
や
す
く
発
表
す
る
な
ど
、県
民
が

漢
詩
に
親
し
め
る
機
会
を
提
供
し
、愛
媛
県

の
芸
術
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
後
温
泉
本
館
修
理
と
文
化
の
力

道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合 

理
事
長　

奥
村 

敏
仁

　

去
る
七
月
十
一
日
、道
後
温
泉
本
館
は
五
年
半
に
お
よ
ぶ
保
存

修
理
工
事
を
終
え
全
館
で
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。工
事
期
間
中
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。道
後
温
泉
本
館
は
今
か
ら
百
三
十

年
前
、道
後
湯
之
町
の
初
代
町
長
伊
佐
庭
如
矢
翁
が
湯
量
に
限
り
が
あ
る
道
後
温
泉
が

生
き
残
る
た
め
に
は
人
々
が
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
施
設
が
必
要
だ
と
考
え
現
在
の
金

額
で
四
十
億
円（
当
時
の
町
財
政
の
二
十
年
分
に
あ
た
る
）投
資
を
行
い
建
設
し
ま
し

た
。お
か
げ
で
百
年
を
超
え
る
間
、道
後
温
泉
は
栄
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
道
後
温
泉
本
館
は
木
造
建
築
の
入
浴
施
設
で
あ
り
建
築
百
年
を
超
え
根
本

的
な
改
修
を
行
う
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
修
理
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
が
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
試
算
で
は
修
理
中
の
経
済
損
失
は
五
百
億
円
に
の
ぼ
り
道
後
で
の
旅
館

経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
は
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
を
除
け
ば
道
後
温
泉
地
域
は
こ
の
修
理
中
大
き
く
お
客

様
を
減
ら
す
こ
と
な
く
さ
ら
に
は
重
要
な
観
光
資
源
の
修
理
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
有

力
な
業
界
紙
の
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
二
年
連
続
で
第
三
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。実
は
こ
の
奇
跡
と
も
思
え
る
結
果
に
文
化
・
ア
ー
ト
の
力
が
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
」が
道
後
温
泉
本
館
百
二
十
周
年
を
記
念
し
初
め
て
開
催

さ
れ
た
の
は
二
〇
一
四
年
で
す
。
地
元
で
も
温
泉
と
ア
ー
ト
が
ど
う
結
び
つ
く
の
か

と
い
う
議
論
も
あ
る
中
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展

示
さ
れ
た
旅
館
に
は
今
ま
で
に
は
来
ら
れ
な
か
っ
た
層
の
お
客
様
が
訪
れ
新
し
い
観

光
を
切
り
開
く
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
流
れ

を
決
定
づ
け
た
の
が
翌
二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
た
蜷
川
実
花
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
し
た
。
道
後
温
泉
本
館
の
手
す
り
に
蜷
川
さ
ん
の
カ
ラ
フ
ル
な
写
真
を
展

示
し
た
他
、
大
き
な
花
の
写
真
を
大
胆
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
色
浴
衣
の
貸
し
出
し
を
行

う
と
浴
衣
を
着
た
女
性
た
ち
は
道
後
の
町
で
写
真
を
撮
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ど
ん
ど
ん
発
信

し
ま
し
た
。
道
後
温
泉
が
旅
行
サ
イ
ト
の「
女
性
の
一
人
旅
人
気
第
一
位
」に
五
年
連

続
選
ば
れ
る
布
石
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
評
判
と
な
っ
た
修
理
期
間
中
の
本

館
を
覆
う
工
事
幕
へ
の
ア
ー
ト
展
開
も
一
連
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
ま
さ

に
文
化
の
力
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
佐
庭
如
矢
翁
は
松
山
城
を
公
園
と
す
る
こ
と
で
廃
城
か
ら
守
っ
た
り
、
荒
れ
放

題
で
あ
っ
た
湯
築
城
を
道
後
公
園
と
し
て
整
備
し
た
り
も
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
化

を
守
り
活
か
す
道
後
の
伝
統
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
県
文
化
協
会
で
は
、
愛
媛
の
文
化

活
動
並
び
に
当
協
会
を
側
面
か
ら
支
援
し

て
く
だ
さ
る
企
業
・
個
人
の
賛
助
会
員（
一

口
１
万
円
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。愛
媛
文

化
の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
と
、
文
化
を

生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
た
め
、
１
人
で

も
多
く
の
方
々
に
応
援
い
た
だ
け
る
よ
う
、

積
極
的
な
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
応

援
い
た
だ
け
る
方
へ
の
呼
び
か
け
等
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。

●
特
典

１ 

機
関
紙「
文
化
協
会
え
ひ
め
」の
送
付

 （
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２
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発
行
）

２ 

機
関
紙
へ
の
賛
助
会
員
名
簿
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掲
載

（
年
１
回
）

３ 

県
民
総
合
文
化
祭
事
業
へ
の
招
待

４ 

そ
の
他
愛
媛
県
文
化
協
会
主
催
行
事
ほ
か

　

 

関
係
情
報
の
提
供

受

の

紹

賞

ご

介

賛

会

の

助

員

募
集

賛助会員名 所　在　地

㈱あいテレビ 松山市竹原町1-5-25
アマノ印刷㈲ 松山市東石井1-10-30
安藤工業㈱ 西条市三津屋190-1
㈱今治国際ホテル 今治市旭町2-3-4
㈱伊予銀行 松山市南堀端町1
㈱ウイン 松山市二番町3-6-5
㈱エス・ピー・シー 松山市湊町7-3-5
㈱愛媛銀行 松山市勝山町2-1
㈱愛媛新聞社 松山市大手町1-12-1
愛媛信用金庫 松山市二番町4-2-11
岡田印刷㈱ 松山市湊町7-1-8
㈲三予商会 松山市花園町5-2
四国ガス㈱ 今治市南大門町2-2-4
セキ㈱ 松山市湊町7-7-1
タオル美術館（一広㈱） 今治市朝倉上甲2930
第一印刷㈱ 今治市喜田村1-6-40
大王製紙㈱ 四国中央市三島紙屋町2-60
㈱テレビ愛媛 松山市真砂町119
道後温泉旅館協同組合 松山市道後湯之町6-8
南海放送㈱ 松山市本町1-1-1
㈱ハラプレックス 今治市喜田村1-2-1
㈲三浦屋文具店 松山市湊町3-8-9
㈱八木記章 松山市木屋町2-8-21

賛助会員の紹介（五十音順）

　今年度も機関紙編集を担当することになりました。今回も
私が暮らしていた中米の小国でのお話を一つさせていただき
ます。中米の文化と言えば、音楽と踊りです。町を歩けば、ど
こからでもサルサやクンビアといった音楽を耳にし、ホーム
パーティーに呼ばれれば自然とダンスパーティーとなりま
す。現地の方と溶け込めるように、サルサ教室に通って必死
にステップを覚えたのはいい思い出です。相手の文化を知る
ことは、言葉を話すよりも大切なコミュニケーションツール
になると学んだ中米生活でした。　　　　　　　 　　　（こ）

委 員 長　森原 直子（松 山 市 文 化 協 会）
副委員長　藤岡 抱玉（愛 媛 県 美 術 会）
　　　　　名本 敦子（愛 媛 県 連 句 連 盟）
　　　　　森川 啓子（四国中央市文化協会）
　　　　　末光 勝幸（伊 方 町 文 化 協 会）

編集
後記

編集
委員

お問い
合わせ

〒790-8570
愛媛県観光スポーツ文化部文化局
文化振興課内　愛媛県文化協会事務局
TEL 089-947-5480
FAX 089-913-2617

（
題
字
　
藤
岡 

抱
玉
）

�　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
投
稿
を
随
時
掲
載
し
て
参
り
ま
す
。

原
稿
は
、４
０
０
〜
６
０
０
文
字
で
作
成
い
た
だ
き
、住
所
、氏
名
、所
属
団
体
名
、電
話
番
号
、ペ

ン
ネ
ー
ム（
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
投
稿
す
る
場
合
）を
明
記
の
う
え
、
本
ペ
ー
ジ
下
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
県
文
化
協
会
事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▲機関紙電子版


